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イ
ナ
ズ
マ

イ
ナ
ズ
マ

イ
ナ
ズ
マ

イ
ナ
ズ
マ

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
始
動

平 成
29年度

　

子
供
時
分
、
良
い（
高
い
）成

績
を
と
っ
て
良
い
学
校
に
行
っ

て
大
企
業
に
就
職
す
れ
ば
バ
ラ

色
の
人
生
が
送
れ
る
と
、
世
の

中
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
信
じ
、

「
勉
強
し
ろ
！
勉
強
し
ろ
！！
」

と
育
て
ら
れ
た
。
上
へ
上
へ
と

上
昇
志
向
の
中
、
学
生
時
代
を

送
っ
た
。
そ
の
最
中
何
の
為
に

勉
強
し
て
い
る
の
か
自
分
自
身

分
か
ら
な
か
っ
た
。
望
む
路
に

進
め
な
か
っ
た
時
に
は
、
無
意

味
に
さ
え
思
え
た
。
子
育
て
時

も
我
が
子
に
き
ち
ん
と
伝
え
ら

れ
な
か
っ
た
様
に
思
う
。

　

昨
今
、
自
然
災
害
は
日
常
的

に
な
り
、
時
代
の
流
れ
も
信
じ

ら
れ
な
い
位
早
く
、
政
治
も
独

裁
的
に
な
っ
て
来
て
千
代
の
田

舎
に
居
て
も
世
界
の
動
き
が
、

対
岸
の
火
事
で
は
無
く
な
っ
て

来
て
い
る
。
道
徳
、
価
値
観
も

多
様
化
し
て「
何
で
も
あ
り
！！
」

の
風
潮
が
あ
る
。
社
会
の
中
の

小
さ
な
パ
ー
ツ
の
私
達
が
気
付

か
な
い
う
ち
に
、
時
代
の
大
き

な
流
れ
が
、
間
違
っ
た
方
向
に

行
き
そ
う
な
不
安
を
感
じ
る
時

が
あ
る
。
時
代
も
社
会
、
生
活

も
誠
に
生
き
辛
い
ご
時
世
だ
。

　

自
分
や
家
族
、
地
域
に
と
っ

て
何
が
正
し
い
選
択
か
、
世
の

中
に
あ
ふ
れ
る
情
報
、物
品
、し

が
ら
み
多
々
の
中
か
ら
正
し
い

も
の
を
見
抜
く
目
を
育
て
る
た

め
に
、
勉
強
が
必
要
な
ん
だ
な

と
思
っ
て
い
る
。
安
心
し
て
生

活
で
き
る
術
を
身
に
付
け
る
為

に
常
に
す
る
も
の
な
ん
だ
と
も
。

　

そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
、

ピ
コ
ピ
コ
と
ス
マ
ホ
の
ゲ
ー
ム

に
勤
し
む
こ
の
頃
だ
。
毎
日
の

い
つ
も
の
時
間
を
改
め
る「
力
」

よ
、
降
っ
て
来
い
。

　

平
成
三
十
一
年
度
中
に
天
竜

峡
大
橋
が
い
よ
い
よ
開
通
し
、

千
代
の
地
へ
自
動
車
道
が
直
結

さ
れ
ま
す
。
千
代
Ｉ
Ｃ
周
辺
特

別
委
員
会
が
開
通
後
の
整
備
を

現
在
検
討
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
良
い
方
向
へ

夢
を
描
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
様
々
な

機
会
を
通
し
て
、
大
変
お
世
話

さ
ま
に
な
り
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
二
期
四
年
間
私

に
と
っ
て
公
民
館
活
動
は
本
当

に
楽
し
く
、
充
実
し
た
豊
か
な

日
々
を
過
ご
し
、
多
く
の
事

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
の
今
後
の
人
生
に
と
り

ま
し
て
実
に
貴
重
な
財
産
と
な

り
、
す
べ
て
の
方
に
感
謝
の
一

言
で
す
。
館
長
一
年
目
の
成
人

式
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
新
成
人
、

勉
学
に
志
し
た
者
、
又
就
職
に

と
進
ん
だ
方
々
も
今
は
、
り
っ

ぱ
な
社
会
人
と
し
て
頑
張
っ
て

く
れ
て
る
と
思
う
。
四
年
の
間

に
多
く
の
新
成
人
と
式
典
に
携

　

こ
の
四
月
よ
り
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
所
長
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

千
代
地
区
は
、
よ
こ
ね
田
ん

ぼ
の
保
全
活
動
や
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
社
会
福
祉
法
人

に
よ
る
保
育
園
の
運
営
等
、
特

色
の
あ
る
先
駆
的
な
活
動
に
地

域
の
皆
さ
ま
が
一
丸
と
な
っ
て

　

昨
年
十
一
月
の
臨
時
総
会
に

お
い
て
、
組
織
改
正
の
承
認
を

受
け
、
今
年
度
よ
り
三
部
制
と

な
り
ま
し
た
。
部
長
の
大
役
を

受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
職

責
を
全
う
で
き
ま
す
様
、
頑
張

り
ま
す
。
総
務
企
画
部
の
今
年

度
の
事
業
計
画
と
し
ま
し
て
、

女
性
委
員
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
結
婚
や
子
育
て
が
し
易
く
、

誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
。
買
物
弱
者
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
地
域

　

本
年
度
千
代
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
基
盤
整
備
部
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
、
野
池
の
榊
山
で

御
座
い
ま
す
。
何
分
に
も
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
地
区
の
皆
様

の
御
指
導
、
御
協
力
を
頂
き
ま

し
て
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く
御
願
い

致
し
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
三
部
制
と
な
り

基
盤
整
備
部
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。土
砂
災
害
、地
震
防
災
、又
、

近
年
各
地
で
発
生
し
て
い
る
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
対
し

て
避
難
所
の
確
保
な
ど
地
区
の

皆
様
の
協
力
を
頂
い
て
安
全
に

つ
と
め
ま
す
。

　

今
年
度
千
代
公
民
館
長
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
す
米
峰
区

の
澤
柳
勝
夫
で
す
。
力
不
足
と

は
思
い
ま
す
が
精
一
杯
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
の

ご
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
千
代
公
民
館
に
は
文

化
、体
育
、広
報
、青
少
年
育
成

新
た
な
出
発
の
時

千
代
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会  

会
長
　
川
手
重
光

す
べ
て
の
方
に
感
謝

前
千
代
公
民
館
長
　
北
村
勝
志

千
代
の
為
に
頑
張
り
ま
す
！

千
代
公
民
館
長
　
澤
柳
勝
夫

千
代
自
治
振
興

　  
セ
ン
タ
ー
所
長

福
岡
茂
巳

総
務
企
画
部
長

藤
本
照
之

基
盤
整
備
部
長

榊

山
信
雄

　

よ
こ
ね
田
ん
ぼ
万
古
渓
谷
を

中
心
に
地
域
の
観
光
資
源
を
生

か
す
こ
と
も
大
事
と
考
え
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
農
家

民
泊
に
取
り
入
れ
、
こ
れ
か
ら

の
千
代
の
観
光
面
で
の
あ
り
方

を
さ
ぐ
っ
て
行
き
ま
す
。

″
人
口
減
少
を
く
い
止
め
た
い″

　

里
山
の
千
代
は
住
む
に
は
一

番
良
い
所
で
す
。
子
育
て
を
し

な
が
ら
自
然
と
共
に
お
だ
や
か

に
暮
ら
す
。

　

生
活
し
て
行
く
に
は
産
業
が

必
要
で
す
。
勤
め
先
が
な
け
れ

わ
れ
た
事
が
印
象
深
く
残
っ
て

お
り
ま
す
。
又
地
域
住
民
の
一

番
の
交
流
の
場
で
も
あ
る
、
市

民
運
動
会
が
四
年
間
の
中
で
二

度
も
雨
の
為
に
中
止
に
な
っ
て

し
ま
い
、
地
区
選
出
の
役
員
の

方
々
が
知
恵
や
労
力
を
出
し
合

い
、
し
っ
か
り
準
備
し
て
く
れ

た
だ
け
に
残
念
で
し
た
。
又
文

化
祭
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、年
六
回

の
館
報
と
、公
民
館
事
業
思
い

出
せ
ば
き
り
の
な
い
程
、楽
し

く
心
の
中
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
公
民
館
役
員
、
又
今
後

役
員
に
携
わ
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

公
民
館
ど
の
部
に
お
い
て
も
本

当
に
楽
し
い
し
、
自
分
自
身
、

成
長
し
育
ち
ま
す
。
公
民
館
で

培
っ
た
能
力
や
、
知
識
を
地
区

内
や
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で

大
い
に
発
揮
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
結
び
に
地
域

の
す
べ
て
の
方
々
に
、
重
ね
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

取
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
以
前

か
ら
お
聞
き
し
て
お
り
、
皆
さ

ま
と
一
緒
に
地
域
づ
く
り
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
大
変
楽
し
み

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
市
の
新
た

な
総
合
計
画
で
あ
る
「
い
い
だ

未
来
デ
ザ
イ
ン
二
〇
二
八
」
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
十
二

年
後
の
目
指
す
ま
ち
の
姿
「
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
一
つ
に
掲
げ

ら
れ
る
「
地
域
の
誇
り
と
愛
着

で
二
十
地
区
の
個
性
が
輝
く
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
大
変

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域

の
一
員
と
し
て
取
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
様
々
な
場
面
で
地

区
の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な
る

委
員
会
の
四
部
門
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
委
員
長
さ
ん
の
指
導
の

下
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
活
動
を

底
辺
か
ら
支
え
、
よ
り
や
り
や

す
い
環
境
を
作
っ
て
行
く
の
が

使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次

に
住
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
、

学
級
、
講
座
等
が
あ
り
ま
す
の

で
そ
れ
ら
へ
の
支
援
、
後
援
等

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
ま
し
て
も
住
民
の
自
主
的

な
企
画
、
発
想
に
よ
る
取
り
組

み
と
、
地
域
住
民
皆
様
の
参
加
、

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

千
代
の
地
に
住
み
、
通
勤
し

て
行
く
に
は
道
路
の
整
備
も
確

実
に
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
を

増
や
し
、
定
住
政
策
を
実
施
し

ま
す
。

　
「
健
康
で
生
涯
現
役
」
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。
毎
日
身
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

小
さ
な
畑
を
耕
し
、
自
分
達

が
食
べ
る
物
は
自
分
達
で
作
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
毎
日
汗
を

か
き
、
身
体
を
動
か
し
、
そ
の

事
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
元
気
を
め
ざ
し
て
!!

協
力
が
何
よ
り
も
重
要
な
条
件

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
も

原
点
に
戻
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

又
、
こ
の
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
の
時
代
を
迎
え
て
、
時

代
に
沿
っ
た
千
代
公
民
館
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
是

非
忌き

憚た
ん

の
な
い
ご
意
見
を
お
届

け
下
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
も
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ

が
千
代
地
区
に
お
い
て
四
公
演

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧

頂
け
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
御
願
い
い
た

し
ま
す
。

公
共
交
通
等
の
乗
り
場
増
設
準

備
。
又
実
情
に
合
っ
た
地
域
組

織
づ
く
り
の
検
討
等
が
主
な
事

業
計
画
で
す
。

　

六
月
八
日
に
は
、
千
代
地
区

市
政
懇
談
会
が
千
代
公
民
館
で
、

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
様
の
御
参
加
を
願

い
、
千
代
地
区
の
未
来
を
語
り

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
計
画
を
掲
げ
ま
し

た
が
、
全
て
地
区
の
皆
様
の
御

理
解
、
御
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

皆
で
す
ば
ら
し
い
千
代
地
域

に
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

独
居
老
人
世
帯
の
家
具
転
倒

防
止
対
策
、
ガ
ラ
ス
飛
散
対
策

を
日
赤
奉
仕
団
と
協
力
し
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
実
費
と
な

り
ま
す
が
、
安
全
の
為
各
家
庭

で
も
検
討
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
防
災
に
関
し
て
は
、
千
代

地
区
自
主
防
災
会
や
消
防
団
と

の
連
携
を
密
に
取
っ
て
行
き
ま

す
。
三
遠
南
信
自
動
車
道
が
間

も
な
く
開
通
に
な
り
観
光
客
も

増
え
て
行
く
様
に
な
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
市
道
県
道
の
改
良

も
地
区
要
望
を
一
路
線
で
も
多

く
改
良
が
進
む
様
、
市
・
県
と

協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

基
盤
整
備
部
と
し
て
一
年
目

な
の
で
、
ま
だ
ま
だ
色
々
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
方

の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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下　

村
）

◇
総
務
企
画
部

　

部　

長 

藤
本　

照
之
（
下　

村
）

　

副
部
長 

関
口　

俊
博
（
法
全
寺
）

　

部　

員 

楯　
　

英
敏
（
大　

郡
）

 

林　

美
津
子
（
荻　

坪
）

 

北
澤
ま
さ
子
（
田　

力
）

 

林　
　

英
敏
（
毛
呂
窪
）

◇
基
盤
整
備
部

　

部　

長 

榊
山　

信
雄
（
野　

池
）

　

副
部
長 

林　
　

英
明
（
荻　

坪
）

　

部　

員 

北
澤　

幸
夫
（
田　

力
）

 

伊
藤　

増
子
（
米　

川
）

 

萩
元　

文
雄
（
田　

力
）

◇
産
業
振
興
部

　

部　

長 

竹
下　

雅
一
（
米　

峰
）

　

副
部
長 

竹
下　

正
幸
（
毛
呂
窪
）

　

部　

員 

岡
田　

兼
男
（
芋　

平
）

 

近
藤　

鎌
広
（
山　

中
）

 

林　
　

収
一
（
八
ノ
倉
）

 

竹
下　

英
子
（
毛
呂
窪
）

 
川
手　

敏
雄
（
米　

川
）

 
小
澤　
　

清
（
大　

郡
）

　

公
民
館
長 

澤
柳　

勝
夫
（
米　

峰
）

　

生
活
安
全
委
員
長

 

萩
元　

文
雄
（
田　

力
）

　

健
康
福
祉
委
員
長

 

林　
　

英
敏
（
毛
呂
窪
） 　

環
境
保
全
委
員
長

 

川
手　

敏
雄
（
米　

川
）

　

市
議
会
議
員 

清
水
優
一
郎
（
下　

村
）

　

地
域
振
興
委
員
長

 

小
澤　
　

清
（
大　

郡
）

　

農
業
委
員 

川
手　

洋
造
（
法
全
寺
）

　

赤
十
字
奉
仕
団
千
代
分
団

 

金
田
ト
ヨ
子
（
米　

峰
）

　

監　

事 

宮
下　

賢
一
（
野　

池
）

 

吉
澤　

富
夫
（
田　

力
）

　

顧　

問 

林　
　

邦
久
（
毛
呂
窪
）

　

相
談
役 

藤
本　

良
人
（
田　

力
）

　

幹
事
・
セ
ン
タ
ー
所
長

 

福
岡　

茂
巳

　 

生
活
安
全
委
員
会 

　

委
員
長 

萩
元　

文
雄
（
田　

力
）

　

副
委
員
長 

林　
　

政
彦
（
八
ノ
倉
）

　

副
委
員
長 

林　
　

久
子
（
荻　

坪
）

　

執
行
部 

林　
　

英
明
（
荻　

坪
）

　

委　

員 

大
平
千
恵
子
（
田　

力
）

 

篠
田　

孝
二
（
荻　

坪
）

 

岡
本
美
智
夫
（
芋　

平
）

 

櫻
井　

朋
子
（
芋　

平
）

 

榊
山　

和
浩
（
野　

池
）

 

吉
地　

幸
子
（
野　

池
）

 

福
澤　

秀
則
（
米　

川
）

 

大
渕　

美
和
（
米　

川
）

 

塩
澤　

忠
恭
（
法
全
寺
）

 

渕
田
姫
士
子
（
法
全
寺
）

 

中
山　
　

均 

（
山　

中
）

 

中
山　

浩
子
（
山　

中
）

 

松
井　

茂
光
（
大　

郡
）

 

楯　

三
重
子
（
大　

郡
）

 

野
坂　

二
郎
（
米　

峰
）

 

宮
本
と
き
子
（
米　

峰
）

 

伊
藤　

重
文
（
毛
呂
窪
）

 

川
島　

久
子
（
毛
呂
窪
）

 

関
澤　

和
子
（
八
ノ
倉
）

 

藤
本　

太
郎
（
下　

村
）

 

井
澤
佐
貴
子
（
下　

村
）

　

飯
田
市
交
通
指
導
員

 

渕
田　
　

隆
（
法
全
寺
）

　

千
代
駐
在
所 

藤
倉　

憲
人

 

健
康
福
祉
委
員
会 

　

委
員
長 

林　
　

英
敏
（
毛
呂
窪
）

　

副
委
員
長 

関
澤　

俊
明
（
八
ノ
倉
）  

熊
谷　

康
子
（
法
全
寺
）

　

執
行
部 

関
口　

俊
博
（
法
全
寺
）

　

委　

員 

吉
澤　

富
夫
（
田　

力
）

 

林　
　

利
夫
（
荻　

坪
）

 

松
下　

澄
男
（
芋　

平
）

 

宮
下　

賢
一
（
野　

池
）

 

鈴
木　

昌
子 

（
米　

川
）

 

篠
田　

安
好 

（
山　

中
）

 

林　
　

静
江 

（
大　

郡
）

 

高
橋
久
美
子
（
米　

峰
）

 

清
水　

信
子 

（
下　

村
）

 

環
境
保
全
委
員
会 

　

委
員
長 

川
手　

敏
雄
（
米　

川
）

　

副
委
員
長 

林　
　
　

栄
（
毛
呂
窪
）

　

執
行
部 

竹
下　

正
幸
（
毛
呂
窪
）

　

委　

員 

島
岡　

浩
士
（
田　

力
）

 

荻
原　

和
生
（
荻　

坪
）

 

澤
井　

宗
三
（
芋　

平
）

 

熊
谷　

泰
司
（
野　

池
）

 

喜
多
沢
和
利
（
法
全
寺
）

 

中
山　

益
孝
（
山　

中
）

 

楯　
　
　

誠
（
大　

郡
）

 

高
橋　

和
則
（
米　

峰
）

 

清
水　

淳
子
（
八
ノ
倉
）

 

藤
本　

勝
己
（
下　

村
）

　

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
員

 

林　
　

厚
司
（
荻　

坪
）

 

公
民
館 

　

公
民
館
長 

澤
柳　

勝
夫
（
米　

峰
）

　

企
画
委
員
長　

 

関
口
喜
久
雄
（
米　

川
）

　

副
企
画
委
員
長

 

市
瀬　

鎭
夫
（
法
全
寺
）

　

執
行
部 

佐
々
木
賢
則
（
米　

川
）

　

公
民
館
主
事 

新
井　

康
平

◇
分
館
長

 

林　
　

優
次
（
荻　

坪
）

 

平
光　
　

泉 

（
野　

池
）

 

関
口
喜
久
雄
（
米　

川
）

 

市
瀬　

鎭
夫
（
法
全
寺
）

 

野
田　

充
夫
（
大　

郡
）

 

金
田　

善
次
（
米　

峰
）

 

竹
下　

文
孝
（
毛
呂
窪
）

 

清
水　
　

智
（
八
ノ
倉
）

 

西
尾　

公
夫
（
下　

村
）

々
と
進
み
、
千
代
イ
ン
タ
ー
の

開
業
に
向
け
て
、
観
光
振
興
に

力
を
入
れ
、
千
代
の
文
化
財
観

光
ス
ポ
ッ
ト
、
よ
こ
ね
田
ん
ぼ

保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
年
は
見
晴
ら
し
台

も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

方
々
に
訪
れ
て
頂
け
る
よ
う
千

代
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
域
に
お

け
る
人
口
減
対
策
に
取
り
組
み
、

Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
を
受
け
入

れ
で
き
る
準
備
と
し
て
、
空
き

家
、
耕
作
放
棄
地
の
利
用
に
取

り
組
み
定
住
促
進
に
務
め
て
ま

い
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
環
境

を
ア
ピ
ー
ル
し
田
舎
の
暮
ら
し

農
村
体
験
観
光
ツ
ア
ー
な
ど
、

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
御
支
援
、
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
現
に
向
け
活
動
し
て
参
り
ま

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

事
業
と
し
ま
し
て
は
年
二
回

の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
実
施
、
全

市
一
斉
水
辺
等
美
化
活
動
の
実

施
、
不
法
投
棄
対
策
活
動
の
推

進
、
井
戸
水
（
一
般
飲
料
水
）

の
水
質
検
査
の
斡
旋
、
等
例
年

通
り
行
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
度
九
月
一
日
よ
り

焼
却
処
理
施
設
の
移
転
に
伴
い

ゴ
ミ
の
分
別
内
容
の
変
更
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

仔
細
は
後
日
改
め
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
ス
ム
ー
ス
に

移
行
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

千
代
河
鹿
が
え
る
祭
り
、
千
栄

こ
ど
も
夏
祭
り
、
文
化
祭
、
芋

平
獅
子
舞
保
存
会
、
千
代
野
外

音
楽
祭
等
、
他
に
も
何
か
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
下
さ
い
。
応
援
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

野
池
親
水
公
園
環
境
整
備
事

業
と
し
て
、
十
一
月
二
十
日

（
日
）
に
出
席
者
二
十
八
名
の

参
加
が
あ
り
大
変
な
作
業
で
し

た
が
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
継
続
し
て
行
う
予

定
で
す
。
皆
様
方
の
御
参
加
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

全
て
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
交
通
事
故
、
災
害
及

び
犯
罪
の
な
い
地
域
を
目
指
し

て
活
動
を
推
進
す
る
事
で
す
。

　

方
針
に
沿
っ
た
活
動
で
は
交

通
安
全
運
動
期
間
中
の
人
波
作

戦
や
街
頭
指
導
、
街
灯
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
等
の
安
全
施
設
の
新

設
や
維
持
管
理
、
そ
の
他
、
地

区
行
事
へ
の
交
通
警
備
の
協
力

を
行
っ
て
行
く
中
で
、
地
域
の

安
全
、
安
心
に
少
し
で
も
関

わ
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
又
、
防
火
防
犯
の
予
防

推
進
に
も
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
千
代
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
産
業
振
興
部
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
、
米
峰
の
竹
下
で

す
。
何
分
に
も
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
地
区
の
皆
様
方
の
御
指

導
、
御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
精

一
杯
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

千
代
地
区
に
も
三
遠
南
信
自
動

車
道
天
龍
峡
大
橋
の
工
事
も
着

　

本
年
度
環
境
保
全
委
員
長
と

な
り
ま
し
た
米
川
の
川
手
敏
雄

で
あ
り
ま
す
。
歴
代
の
委
員
長

さ
ん
が
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
基
本
方
針
に
沿
い
千
代
の
豊

か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
美
化

活
動
、
生
活
環
境
づ
く
り
と
公

衆
衛
生
の
向
上
を
目
指
し
、
自

然
と
共
生
で
き
る
千
代
地
区
の

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今

ま
で
以
上
に
地
域
振
興
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
化
等
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
住
ん
で
い
る
人
達

が
元
気
で
千
代
の
良
さ
を
発
進

し
た
い
も
の
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
生
活
安
全
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
田
力

の
萩
元
で
す
。

　

生
活
安
全
委
員
会
の
基
本
方

針
は
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安

全
で
安
心
な
千
代
」
実
現
の
た

め
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

　

平
成
二
十
九
年
度
健
康
福
祉

委
員
長
の
推
薦
を
頂
き
ま
し

た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

任
期
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
新
年
度
目
標
、

「
み
ん
な
で
支
え
あ
い
、
健
康

で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

環
境
づ
く
り
」
を
目
標
に
か
か

げ
、
人
は
健
康
が
第
一
で
有
り

身
体
に
さ
わ
り
有
れ
ば
、
日
常

生
活
の
上
で
は
、
大
変
で
有
り

ま
す
。
人
の
体
は
借
り
物
で
あ

り
、
心
一
つ
が
我
が
物
で
有
り

心
一
つ
に
よ
っ
て
日
々
を
楽
し

く
、
暮
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
身
体
に
痛
み
、

怪
我
が
有
れ
ば
、
心
も
沈
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
健
康
で
日
々
を

暮
ら
せ
る
事
に
、
感
謝
の
心
を

持
ち
、
つ
つ
し
み
と
、
互
い
に

助
け
合
い
の
出
来
る
地
域
社
会

と
、
千
代
地
区
住
民
の
健
康
の

為
に
活
動
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

産
業
振
興
部
長

竹
下
雅
一

環
境
保
全
委
員
長

川
手
敏
雄

地
域
振
興
委
員
長

小
澤

　清

健
康
福
祉
委
員
長

林

　英
敏

生
活
安
全
委
員
長

萩
元
文
雄

役
員
名
簿
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解
消
の
手
助
け
が
出
来
て
、
ま

た
、
老
若
男
女
の
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
で
す
。
選
手
選
考
に
惜
し
く

も
外
れ
て
し
ま
っ
た
人
達
も
会

場
に
来
て
、
選
手
達
の
応
援
は

も
ち
ろ
ん
の
事
、
そ
の
後
行
わ

れ
る
、
慰
労
会
へ
出
席
し
て
い

た
だ
き
交
流
を
、
益
々
深
め
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
頃
で
は
、
と
な
り
の
人
は

誰
が
住
ん
で
い
て
、
な
に
を
し

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
な
ん
て

言
う
地
域
も
あ
る
中
で
、
千
代

地
区
に
は
、
無
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
体
育
事
業
や

公
民
館
活
動
の
お
か
げ
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
年

間
、
み
な
さ
ま
の
助
言
と
協
力

を
い
た
だ
き
、
無
理
せ
ず
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

を
鮮
明
且
つ
大
き
く
す
る
こ

と
で
、
見
や
す
さ
を
追
及
し

ま
す
。

●
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
広
報
委
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

●
地
区
の
特
色
あ
る
活
動
や
、

す
ば
ら
し
い
伝
統
、
ま
た

ホ
ッ
ト
な
話
題
を
数
多
く
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
館
報
を
変
え
る
こ
と

は
一
気
に
は
出
来
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
少
し
ず
つ
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
原
稿

の
依
頼
や
取
材
等
で
お
世
話
に

な
り
ま
す
が
、
よ
り
良
い
『
館

報
千
代
』
づ
く
り
の
た
め
、
ご

協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た

く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
の
・
こ
と
」
と
の
触
れ
合
い

を
』『
学
校
・
先
生
だ
け
で
は

出
来
な
い
こ
と
を
』『
心
に
刻

ま
れ
る
思
い
出
を
』
の
方
針
に

基
づ
い
て
、
各
事
業
正
副
実
行

委
員
長
を
中
心
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

学
校
、
保
護
者
、
各
種
関
係

団
体
等
地
域
の
皆
様
方
に
支
え

ら
れ
、
怪
我
の
無
い
よ
う
安
全

面
に
は
充
分
注
意
し
、
参
加
者

が
笑
顔
で
、
又
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
様
、
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
と
ご
指
導
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

す
。

　

今
年
度
の
主
な
文
化
事
業
と

し
ま
し
て
は
、
い
い
だ
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
、
千
代
峠
交
流
会
、

文
化
祭
、
ふ
る
さ
と
講
演
会
、

成
人
式
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
伝
統
文
化
や
行
事

を
次
代
に
受
け
継
ぐ
べ
く
、
委

員
の
方
々
と
協
力
し
て
、
楽
し

ん
で
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

公
民
館
事
業
へ
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

千
代
と
い
う
地
区
に
お
世
話

に
な
っ
て
早
や
、
十
年
に
な
り

ま
し
た
。
結
婚
を
機
に
十
数
年

ぶ
り
に
飯
田
へ
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
千
代
を
よ
く
知
る
為
に
、

公
民
館
活
動
へ
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、体
育
委
員
長
と
い
う
、

大
役
を
務
め
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
目
標
と
し
ま
し
て

は
、
年
に
三
度
あ
る
体
育
事
業

を
、
怪
我
す
る
事
な
く
無
事
に

終
え
、
地
区
民
の
運
動
不
足
の

　

平
成
二
十
九
年
度
、
広
報
委

員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
法
全
寺
の
関
口
で
す
。

　

本
年
度
は
『
新
し
い
館
報
千

代
』
を
目
指
し
、
以
下
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
記
事
配
置
を
見
直
し
、
写
真

　

本
年
度
、
青
少
年
育
成
委
員

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
米
川
の
上
野
と
申
し
ま
す
。

　

今
年
度
、「
体
験
を
通
し
て

地
域
を
知
り
、
そ
の
中
で
人
に

認
め
ら
れ
自
分
を
知
り
、
子
も

親
も
地
域
も
共
に
育
ち
合
う
」

を
目
的
と
し
、『
千
代
の
「
人
・

　

こ
の
度
、
前
任
楯
委
員
長
の

後
を
受
け
ま
し
て
文
化
委
員
長

に
就
任
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
文
化
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
は
と
て
も

光
栄
に
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

上
に
心
配
や
責
任
の
重
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、

大
役
を
務
め
て
参
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

体
育
委
員
長

林

　
　
　栄
次
郎

広
報
委
員
長

関

　口

　智

　博

青
少
年
育
成
委
員
長

上

　野

　義

　明

文
化
委
員
長

金

　山

　和

　正

◇
分
館
主
事

 

藤
本　

肇
之
（
田　

力
）

 

澤
田　

芳
和
（
芋　

平
）

 

北
澤　
　

勝
（
野　

池
）

 

北
川　

守
英
（
米　

川
）

 

熊
谷　

吉
行
（
法
全
寺
）

 

楯　

多
喜
男
（
大　

郡
）

 

林　
　
　

博
（
米　

峰
）

 

林　
　

完
治
（
毛
呂
窪
）

 

林　
　

禎
長
（
八
ノ
倉
）　　
　
　

 

原　
　

辰
蔵
（
下　

村
）

◇
体
育
委
員
会

　

委
員
長 

林　

栄
次
郎
（
荻　

坪
）

　

副
委
員
長 

榊
山　

輝
彦
（
野　

池
）

　

委　

員 

林　
　

敏
樹
（
荻　

坪
）

 

岡
本　

典
義
（
芋　

平
）

 

熊
岡　

正
孝
（
米　

川
）

 

北
澤　

哲
也
（
山　

中
）

 

松
島　

丈
夫
（
大　

郡
）

 

土
田　

耕
三
（
米　

峰
）

 

松
枝　

正
寿
（
毛
呂
窪
）

 

林　
　

良
樹
（
八
ノ
倉
）

 

清
水　

芳
歩
（
下　

村
）

　

館
長
推
薦 

長
沼　

満
夫
（
野　

池
）

 

清
水　

政
彦 

（
下　

村
）

 

林　
　

重
廣
（
毛
呂
窪
）

 

林　
　

博
之
（
荻　

坪
）

 

楯　
　

倫
明
（
大　

郡
）

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

 

林　
　

浩
昭
（
米　

川
）

◇
文
化
委
員
会

　

委
員
長 

金
山　

和
正
（
毛
呂
窪
）

　

副
委
員
長 

篠
田　

佳
直
（
荻　

坪
）

　

委　

員 

辻
元　

孝
博
（
芋　

平
）

 

榊
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泰
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（
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）
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手　

康
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（
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北
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良
祐
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貴
文
（
大　

郡
）

 

澤
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嘉
一
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清
水　

俊
行
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八
ノ
倉
）

 

柏
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清
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（
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村
）

　

館
長
推
薦 

楯　
　

邦
吉
（
大　

郡
）

 
松
本
恵
美
子
（
毛
呂
窪
）

 
 

清
水　

博
子
（
下　

村
）

◇
広
報
委
員
会

　

委
員
長 

関
口　

智
博
（
法
全
寺
）

　

副
委
員
長 

榊
山　

博
敏
（
野　

池
）

　

委　

員 

島
岡　

浩
士
（
田　

力
）

 

岡
田　

良
子
（
芋　

平
）  

遠
山　

武
宏
（
米　

川
）

 

林　
　

敬
二
（
大　

郡
）

 

澤
柳　

博
之
（
米　

峰
）

 

川
手　

茂
樹
（
毛
呂
窪
）

 

林　
　

佳
苗
（
八
ノ
倉
）

 

山
口　

和
泉
（
下　

村
）

　

館
長
推
薦 

井
澤　

逸
男
（
下　

村
）

 

西
尾
み
き
子
（
米　

川
）

◇
青
少
年
育
成
委
員
会

　

委
員
長 

上
野　

義
明
（
米　

川
）

　

副
委
員
長 

柏
木　

英
樹
（
下　

村
）

　

委　

員 

篠
田　

孝
二
（
荻　

坪
）

 

岡
田　
　

温
（
芋　

平
）

 

熊
谷　

哲
男
（
野　

池
）

 

金
田　

隆
徳
（
米　

川
）

 

松
澤　
　

健
（
法
全
寺
）

 

長
沼　

宗
雄
（
大　

郡
）

 

澤
柳
み
ど
り
（
米　

峰
）

 

川
手　

治
美
（
毛
呂
窪
）

 

清
水　

洋
平
（
八
ノ
倉
）

　

館
長
推
薦 

竹
下　

清
彦
（
下　

村
）

 

牧
田　

忠
弘
（
大　

郡
）

〇
図
書
館
千
代
分
館

　

分
館
長 

川
手　

清
加
（
米　

川
）

　

サ
ー
ビ
ス
係 

深
尾
由
紀
代
（
米　

川
）

 

北
澤
志
津
子
（
山　

中
）

 

藤
本　

千
香
（
田　

力
）

 

森
山　

巳
年
（
大　

郡
）

 

関
澤　

和
子
（
八
ノ
倉
）

 

藤
本　

恵
子
（
下　

村
）

 

赤
十
字
奉
仕
団
千
代
分
団 

　

分
団
長 

金
田
ト
ヨ
子
（
米　

峰
）

　

副
分
団
長 

林　

喜
久
江
（
下　

村
）

　

副
分
団
長 

木
下
あ
つ
み
（
米　

川
）

 

消
防
団
第
十
三
分
団 

　

分
団
長 

川
手　
　

剛
（
法
全
寺
）

　

副
分
団
長 

川
手　

直
樹
（
米　

川
）

　

庶
務
部
長 

榊
山　

貴
久
（
野　

池
）

　

消
防
部
長 

柏
木　

貴
行
（
下　

村
）

 

各
種
団
体
長 

　

民
生
児
童
委
員
協
議
会

 

森
山　

文
枝
（
法
全
寺
）

　

遺
族
会 

藤
本　

良
人
（
田　

力
）

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ

 

西
尾　

喜
好
（
米　

川
） 　

更
生
保
護
女
性
会

 

田
本　

た
け
（
芋　

平
）

　

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

 

牧
田　

茂
弘
（
大　

郡
）

　

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

 

長
沼　

操
二
（
大　

郡
）

　

結
婚
相
談
員
会

 

太
田
い
く
子
（
米　

峰
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会

 

川
島　

好
子
（
米　

川
）

　

保
護
司 

林　
　

隆
秀
（
荻　

坪
）

　

主
任
児
童
委
員 

 

吉
澤
み
ど
り
（
田　

力
）

　

財
産
区 

熊
谷　

吉
行
（
法
全
寺
）

　

猟
友
会 

熊
谷　

吉
行
（
法
全
寺
）

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

 

藤
本　

芳
子
（
田　

力
）

　

婦
人
学
級 

小
澤
喜
代
子
（
大　

郡
）

　

千
代
の
歴
史
を
語
る
会

 

篠
田　

孝
雄
（
荻　

坪
）

　

ど
ん
ぐ
り
の
会

 

北
澤　

静
子
（
米　

川
）

　

万
古
渓
谷
会 

野
田　

充
夫
（
大　

郡
）

　

ふ
る
さ
と
千
代
会

 

岩
嶋　

邦
明

　

明
る
い
選
挙 

澤
柳　

勝
夫
（
米　

峰
）

 

学
校
・
施
設
・
事
業
所
ほ
か 

〇
社
会
福
祉
法
人
し
ゃ
く
な
げ
の
会

　

理
事
長 

小
澤　

正
昭
（
大　

郡
）

〇
千
代
保
育
園

　

園　

長 

澤
田　

裕
子
（
芋　

平
）

　

保
護
者
会
長 

加
藤　

祐
樹
（
蛇　

沼
）

〇
し
ゃ
く
な
げ
の
郷

　

所　

長 

村
澤　

博
治

〇
千
代
小
学
校

　

校　

長 

片
瀬　

月
子

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

福
澤　

智
規
（
大　

郡
）

〇
千
栄
小
学
校

　

校　

長 

仲
村　

信
治

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

清
水　

晴
歩
（
下　

村
）

〇
竜
東
中
学
校

　

校　

長 

岩
瀬　

晴
雄

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

林　
　

茂
彦

〇
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
千
代
事
業
所

　

事
業
所
長 

松
尾　
　

学

〇
千
代
郵
便
局

　

局　

長 

関
口
か
お
り
（
米　

川
）

〇
駐
在
所 

藤
倉　

憲
人

平
成
二
十
九
年
度 

公
民
館

平
成
二
十
九
年
度 

公
民
館

新
年
度　

　
ス
タ
ー
ト



　　　第２９２号 （　）2017年（平成29年）５月31日 4か　　ん　　ぽ　　う　　千　　代

がんばれ！  地域おこし協力隊がんばれ！  地域おこし協力隊

ご入学おめでとうご入学おめでとうご入学おめでとうご入学おめでとう
千栄小学校千栄小学校 千代小学校千代小学校

左から　藤本　芙優　　林　奏志郎

　　　　珠久みなみ　　柏木　惺成

左から　藤本　芙優　　林　奏志郎

　　　　珠久みなみ　　柏木　惺成

左から　小林叶利奈　　松村　哩伯

　　　　嶋岡　雅美　　牧田　　希

左から　小林叶利奈　　松村　哩伯

　　　　嶋岡　雅美　　牧田　　希

ふ　ゆふ　ゆ そう し ろうそう し ろう か　り　なか　り　な り　おり　お

しゅ くしゅ く こうせいこうせい まさ みまさ み のぞみのぞみ

祝祝

発
刊
発
刊

お
世
話
に

　
な
り
ま
し
た

前
セ
ン
タ
ー
所
長

　伊
藤
久
子

戸 

籍 

の 

窓

地
域
お
こ
し

　
　
協
力
隊
と
は

地
域
お
こ
し

　
　
協
力
隊
と
は

市
議
会
議
員

清
水
優
一
郎 

氏

に
聞
く

　

三
月
一
日
よ
り
千
代
地
区
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
り
ま

し
た
上
原
祐
二
と
申
し
ま
す
。

　

私
自
身
は
二
十
五
年
ぶ
り
に

東
京
か
ら
南
信
州
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
妻
と
子
供
た
ち
は
東

京
以
外
で
暮
ら
し
た
こ
と
が
な

く
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

千
代
の
人
の
優
し
さ
に
触
れ
、

田
舎
暮
ら
し
の
不
安
は
す
っ
か

り
消
え
ま
し
た
。
加
え
て
、
千

代
の
豊
か
で
美
し
い
自
然
は
、

都
心
で
は
経
験
で
き
な
い
感
動
、

楽
し
さ
を
家
族
に
与
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

同
じ
感
動
を
多
く
の
人
に
体

感
し
て
欲
し
い
と
願
い
、
皆
さ

ん
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
千
代

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
に
総
務
省
に
よ
っ

て
制
度
化
さ
れ
、
二
〇
一
四
年

度
に
は
全
国
四
百
四
十
四
の
自

治
体
で
、
一
五
一
一
人
の
隊
員

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
が
募
集
を
行
い

地
域
お
こ
し
や
地
域
の
暮
ら
し

な
ど
に
興
味
の
あ
る
都
市
の
住

民
を
受
け
入
れ
て
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
委
嘱
す
る
。
隊

員
に
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
や

地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
都
市
住
民
の
移

住
・
交
流
の
支
援
、
農
林
水
産

業
へ
の
従
事
、
住
民
生
活
の
維

持
の
た
め
の
支
援
な
ど
の
「
地

域
協
力
活
動
」
に
従
事
し
て
も

ら
い
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化

を
図
っ

て
い
く

こ
と
を

目
的
と

し
て
い

ま
す
。

　

千
代
の
歴
史
を
語
る
会
（
篠

田
孝
雄
会
長
）
が
、一
月
に
「
千

代
の
人
物
伝
」「
千
代
の
古
道

図
」
を
発
刊
・
全
戸
配
布
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
は
「
こ
れ
か
ら
地
域

の
未
来
を
担
う
若
い
人
達
に
、

地
域
を
知
り
、
地
域
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

−−

五
月
一
日
（
月
）
下
村

公
会
堂
で
市
議
会
議
員
に
初
当

選
し
た
清
水
優
一
郎
さ
ん
に
、

生
い
立
ち
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺
い
ま
し

た
。

−−

　

昭
和
五
十
八
年
一
月
生
ま
れ
。

　

千
栄
小
児
童
会
長
で
マ
ラ
ソ

ン
が
得
意
な
男
の
子
は
、
仲
良

し
同
級
生
八
人
と
竜
東
中
へ
進

　

三
年
間
、
千
代
地
区
の
皆
様

に
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
大
き
な
災
害
等
も

な
く
、
無
事
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
区
の

皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
思

い
起
こ
せ
ば
、
千
代
公
民
館
新

築
移
転
、
飯
田
市
合
併
五
十
周

年
、
御
柱
式
年
大
祭
な
ど
、
節

目
と
な
る
事
業
が
多
い
三
年
間

で
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、

地
元
愛
と
パ
ワ
ー
に
溢
れ
る
千

○
六
月
八
日
（
木
）

　
「
市
政
懇
談
会
」

○
六
月
十
一
日
（
日
）

　
「
十
三
分
団
消
防
技
術
大
会
」

○
七
月
一
日
（
土
）

　
「
千
代
河
鹿
が
え
る
祭
り
」

○
七
月
八
日
（
土
）

　
「
万
古
渓
谷
栃
の
木
ツ
ア
ー
」

○
七
月
十
五
日
（
土
）

　
「
千
栄
こ
ど
も
夏
祭
り
」

○
七
月
二
十
三
日
（
日
）

　
「
ふ
る
さ
と
竜
東
の
集
い
」

○
七
月
二
十
九
日
（
土
）

　
「
こ
ど
も
つ
り
大
会
」

○
お
誕
生

　

櫻
井　

友ゆ
う
せ
い晴
く
ん

　
　

隼
人
・
真
美　

次
男（米

川
）

　

半
崎　

葵あ
お
いく
ん

　
　

光
・
由
香　

次
男（

米
川
）

学
。
こ
こ
で
多
く
の
友
人
と
出

会
う
。
そ
の
後
、
飯
田
風
越
高

校
で
生
徒
会
副
会
長
を
経
験
す

る
。
組
織
を
、
よ
り
良
い
も
の

に
す
る
に
は
夫そ

れ
ぞ
れ々

の
能
力
を
最

大
限
に
引
き
出
す
事
が
大
切
。

有
る
時
は
裏
方
に
徹
し
、
有
る

時
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
。そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
た
。

人
生
設
計
の
原
点
と
な
る
。

　

二
十
代
で
独
立
し
農
援
隊
を

立
ち
上
げ
る
。
農
林
業
の
大
切

さ
を
訴
え
、
高
齢
化
す
る
農
業

従
事
者
だ
け
の
問
題
に
留
め
ず

行
政
と
の
連
携
を
模
索
す
る
。

　

｢

二
、八
九
二
人
の
方
々
に
私

の
名
前
を
書
い

て
頂
い
た
。
一

票
の
重
み
と
い

う
一
言
で
は
言

い
表
せ
な
い
重

責
を
感
じ
る
。｣

そ
の
言
葉
の
中

に
込
め
ら
れ
た

熱
い
思
い
が
十

分
に
伝
わ
っ
て

来
た
。

代
の
皆
様
と
ふ
れ
合
う
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
、
私
の
大
き
な

財
産
で
す
。
い
よ
い
よ
二
年
後

に
は
待
望
の
天
龍
峡
大
橋
・
千

代
イ
ン
タ
ー
が
開
通
予
定
で
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
生
か

し
、「
豊
か
な
緑
と
ロ
マ
ン
の

千
代
」と
し
て
大
き
く
発
展
し
、

活
力
あ
る
地
域
と
し
て
維
持
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

デザイン：上原裕二


